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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子座は硫酸基転移酵素タンパク質をコードしています。この酵素は非還元性N-アセチルグルコサミン残基の硫酸化を触媒し、6-スルホシアリルルイスX抗原の生合成に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2011年8月],注意：Met-1とMet-48のどちらが開始因子であるかは不明です。,機能：N結合型糖鎖上のケラタン様構造内、および最終的にL-セレクチンリガンドとして機能するムチン関連糖鎖内の非還元性N-アセチルグルコサミン（GlcNAc）残基の6位への硫酸基転移を触媒します。L-セレクチンリガンドは高内皮細胞（HEV）に存在し、炎症部位におけるリンパ球のホーミングにおいて中心的な役割を果たしています。 L-セレクチンリガンドであるシアリル6-スルホルイスXの生合成およびリンパ球のパイエル板へのホーミングに関与する。O-結合型糖鎖に対しては活性を示さない。基質特異性は細胞内局在によって影響を受ける可能性がある。オリゴ糖鎖の末端（非還元末端）のGlcNAc残基を硫酸化する。,誘導：サイトカイン活性化によりアップレギュレーションされる。,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,類似性：硫酸基転移酵素1ファミリーに属する。Gal/GlcNAc/GalNAcサブファミリー。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。ホモ二量体形成は酵素活性に必須ではない。,組織特異性：広く発現している。骨髄、末梢血白血球、脾臓、脳、脊髄、卵巣、胎盤で高発現する。高内皮細胞（HEV）および白血球で発現する。,
	研究分野
	ケラタン硫酸の生合成;
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	CHST2抗体を用いたA549細胞、COLO細胞、およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CHST2 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	CHST2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

